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一
般
会
計

歳
入

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

は
、
69
億
１
，
５
８
３
万
２
千
円
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
７
億
２
４
３
万
円
、

率
に
し
て
11
．３
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を

占
め
た
の
は
、
普
通
交
付
税
24
億
８
，

２
８
７
万
７
千
円
と
特
別
交
付
税
１
億
９
，

７
２
１
万
２
千
円
か
ら
な
る
（
※
１
）
地

方
交
付
税
の
26
億
８
，
０
０
８
万
９
千
円

で
、歳
入
全
体
の
38
．
８
％
を
占
め
ま
し
た
。

次
に
多
か
っ
た
の
は
、
町
税
の
13
億
５
，

５
１
０
万
３
千
円
で
、歳
入
全
体
の
19
．６
％

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
と
4
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

を
占
め
、
前
年
度
と
比
べ
３
．
９
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
債
の
借
入
額
は
４
億
４
，

１
８
０
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
６
．
４
％
を

占
め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
（
※
２
）
過
疎
対

策
事
業
債
を
活
用
し
て
、
体
育
セ
ン
タ
ー
せ

せ
ら
ぎ
広
場
整
備
工
事
等
を
実
施
す
る
た
め

に
３
億
１
，
４
４
０
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し

た
。

一
般
会
計

歳
出

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
66
億
８
，

９
１
６
万
２
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

令
和
７
年
度

決
算

繰入金
3億6,282万8千円(5.2%)

諸収入
1億3,707万円(2.0%)

その他
1億2,660万8千円(1.8%)

使用料及び手数料
1,881万6千円(0.3%)

分担金及び負担金
2,318万3千円(0.3%)

繰越金
8,935万1千円(1.3%)

地方特例交付金
414万9千円(0.1%)

地方交付税
26億8,008万9千円(38.8%)

町債
4億4,180万円(6.4%)

各種譲与税・交付金
5億1,013万5千円(7.4%)

国県支出金
11億6,670万円(16.8%)

町税
13億5,510万3千円(19.6%)

歳入
69億1,583万2千円

衛生費
6億1,002万8千円(9.2%)

消防費
4億3,123万2千円(6.4%)

土木費
3億4,918万9千円(5.2%)

公債費
6億5,017万3千円(9.7%)

教育費
8億3,643万9千円(12.5%)

総務費
15億6,219万2千円(23.4%)

民生費
18億6,479万3千円(27.9%)

商工費
1億1,675万9千円(1.7%)

労働費
276万5千円(0.0%)

農林水産業費
1億8,922万円(2.8%)

議会費
7,637万2千円(1.2%)
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用
語
解
説

※
1

地
方
交
付
税

団
体
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
し
、
す
べ
て
の
地
方
団
体
が
一

定
の
水
準
を
維
持
し
う
る
よ
う
財

源
を
保
障
す
る
た
め
、
本
来
地
方

の
税
収
入
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
国

税
と
し
て
国
が
代
わ
っ
て
徴
収
し
、

一
定
の
合
理
的
な
基
準
に
よ
っ
て

再
配
分
す
る
、
い
わ
ば
「
国
が
地

方
に
代
わ
っ
て
徴
収
す
る
地
方
税
」

と
い
う
性
格
の
財
源
で
す
。

※
2

過
疎
対
策
事
業
債

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町

村
が
発
行
で
き
る
地
方
債
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

る
事
業
で
、
元
利
償
還
金
の
70
％

は
、
後
年
度
普
通
交
付
税
と
し
て

国
か
ら
自
治
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

す
る
と
５
億
６
，
５
１
１
万
１
千
円
、
率
に

し
て
９
．
２
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
た

の
は
民
生
費
で
、
歳
出
全
体
の
27
．
９
％
を

占
め
ま
し
た
。
民
生
費
は
、
令
和
６
年
度
に

引
き
続
き
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
の

実
施
を
す
る
と
と
も
に
、
月
イ
チ
食
堂
、
料

理
教
室
「
お
す
そ
わ
け
」
や
高
齢
者
サ
ロ
ン

な
ど
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が
る
様
々
な

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
聴
力
機
能

の
一
定
程
度
の
低
下
に
よ
り
、
日
常
生
活
に

困
難
を
抱
え
る
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、

補
聴
器
を
購
入
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
と
き
が
わ
町
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助

成
金
」
を
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。

次
に
多
か
っ
た
の
は
総
務
費
で
、
町
制
施

行
か
ら
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り

町
制
施
行
記
念
事
業
の
実
施
や
、
侵
入
窃
盗

事
件
な
ど
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
に
か
か
る
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
と
き
が
わ
町
防
犯

対
策
補
助
金
」
を
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
の
町
営
バ
ス
の
運
行
実
施
や
、
令

和
６
年
度
に
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
各
種
証
明
書
の
交
付
手
数
料
の
減
額

を
行
い
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
生
涯
学
習
施
設
の
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
工
事
や
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安

全
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
育
セ
ン
タ
ー
せ

せ
ら
ぎ
広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
複

式
学
級
に
対
応
す
る
教
員
や
学
校
生
活
へ
の

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
す
る
生
活
支

援
員
、
主
に
小
学
校
低
学
年
の
基
礎
学
力
定

着
を
目
的
と
し
た
学
習
支
援
員
、
小
学
校
に

専
門
性
を
有
し
た
専
科
教
員
の
配
置
を
し
ま

し
た
。

公
債
費
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
発
行
し

て
い
る
過
疎
対
策
事
業
債
の
元
利
償
還
金
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
前
年
度
を
上
回
り
ま
し

た
。衛

生
費
で
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
と

し
て
「
と
き
が
わ
ス
モ
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
プ
ラ

ン
（
健
康
増
進
・
食
育
推
進
計
画
）」
に
基

づ
く
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
各
種
事
業

の
中
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
「
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
Ｏ
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を

新
た
に
実
施
す
る
ほ
か
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
受
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

や
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置
費
補
助
金
を
実
施
し
ま

し
た
。

消
防
費
で
は
、
映
像
情
報
の
高
精
度
化
、

大
雨
時
の
通
信
安
定
向
上
や
迅
速
な
情
報
共

有
等
が
行
え
る
よ
う
衛
星
系
防
災
行
政
無
線

施
設
再
整
備
事
業
の
実
施
や
、
自
然
災
害
の

発
災
に
際
し
、
住
民
の
迅
速
か
つ
確
実
な
避

難
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
用
新

型
受
信
機
を
整
備
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
住
民
生
活
の
利
便
性
、
安

全
性
向
上
の
た
め
、
町
内
各
路
線
の
改
良
工

事
や
維
持
補
修
工
事
な
ど
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
修

繕
工
事
や
点
検
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

路線バス

令和７年度 決算
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